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出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

・4/1(金)より面会制限が解除になります。面会対応は各病棟スタッフでお願い致します。

＜患者様連絡事項＞

・小澤田　明彦様～御家族様に連絡を取っていますが、退院支援を進めたくないとの訴えあり、再度SWや病棟SGMで相談する事となっています。

・伏葉　富男様～担当スタッフは荷物整理を行って下さい。又、主治医指示にて本日頭部・腹部～骨盤のＣＴ撮影行っています

・成田　武次様～次女様よりTELあり、明日本人を自宅へ連れて帰りたいとの訴えあります。主治医へは上記報告し、サービス状況が決まっていない為、退院日の調整をする事としています。家族へ連絡していますが、連絡が取れていない状況な為、折り返し連絡があった際は対応お願いします。

・東　かつ様～本日14時に主治医面談実施し、南山苑への入所をすすめることでご家族も了承しています。又、15時に南山苑の訪問調査を実施し、情報提供書、検査の依頼があり、SWへ伝えています。

・村井　末治様～本日15時に主治医面談実施しています。退院時期については2～3ヶ月後を目処とし、状態に応じて施設入所も検討していく事としています。

・若松　高様～本日15時に南山苑の訪問調査を実施しています。

・道場　とみゑ様～本日14時30分に担当ケアマネ　北畑氏が面会に来られ、本人の状態確認と情報収集を行っています。又、訪問看護指示書を持って来られており、担当SWへ書類を渡しています。

・栗谷川　みわ様～グループホーム「スマイル荘」の介護支援専門員　奥山氏来院され、本人の状態確認と病棟での生活状況について情報提供行っています。施設より4/6退院希望あり、主治医より許可となっています。時間は家族と調整後、連絡が来る事となっています。施設当てとかかりつけ医宛に情報提供書の依頼があり、SWへ伝えています。退院時処方は14日分希望とのことです。

＜要注目患者様＞

・北向　みつる様～バイタルサイン異常や酸素飽和濃度低下、経管栄養トラブル無く経過しています。引き続き身体症状の観察を行っていきましょう。

・小泉　カヲル様～体温37.5℃で経過し、他バイタルサインの異常は無く、クーリングにて対応しています。引き続き身体症状の観察行っていきましょう。

・夏井　哲子様～朝食はバナナ1/2のみ、昼食は各食数口、煎餅2枚、水分1/2のみ摂取しています。主治医診察にて点滴2本処方となり、施行しています。引き続き食事摂取量・身体症状の観察を行っていきましょう。

・五十嵐　恵子様～昨日他者への暴言聞かれる事あるも本日は落ち着いてホールで過ごす事出来ています。引き続き精神症状の観察を行っていきましょう

・村井　末治様～日中は自室にて臥床傾向見られており、幻視様の発言は聞かれていません。引き続き精神症状の観察を行っていきましょう。

・佐藤　千砂子様～昼食時より左手の振戦軽度あり、介助にて概ね摂取出来ています。引き続き手指振戦の状態を確認していきましょう。

＜深澤Ｄｒ診察＞

・田中　ナミ様～血糖値安定している事から主治医指示にて血糖測定終了となります。また、明日朝より全とろみへ食事形態が変更となります。

・佐々木　助一様～食事中、汁でのむせ込みある為、明日朝より全とろみへ食事形態が変更となります。

・大里　光子様～本日昼からカロナール(200)3T　3×毎食後で7日分処方となっています。また、くしゃみ、鼻汁の訴えあり、フェキソフェナジンが7日分処方となっています。

・佐藤　千砂子様～臨時薬が一部変更となり、7日分処方となっています。

・田嶋　松男様～臨時薬が同内容で7日分処方となっています。4月の採血を繰り上げ、凝固検査を追加し、来週実施するよう指示あります。

・東　かつ様～臨時薬のエンシュアが減量となり、7日分処方となっています。

・村井　末冶様～臨時薬のクエチアピンが中止となり、内容変更し7日分処方となっています。

・森　利雄様～臨時薬が一部変更となり、7日分処方となっています。

・夏井　哲子様～臨時薬が一部変更となり7日分処方となっています。

・高木　タミ様～臨時薬が一部変更となり7日分処方、持参薬が当院切り替えとなり3日分処方以後定期となります。

・東　悦子様～介入時の粗暴性が見られる為、臨時薬が7日分処方となっています。

＜転入患者様情報＞

原田　靜子様（79）
病名：アルツハイマー型認知症　身体合併症：高血圧症　腹部大動脈瘤

担当医：深澤Ｄｒ　病棟：南病棟Aユニット114号室　担当スタッフ：豊川Ns、福士CW

[経過]

　H28.1月、長女が末期癌で青森労災病院へ入院後、長女宅にて長女夫と本人の二人暮らしとなっていた。以後、長女夫が本人に対して、暴言・暴力が見られる様になる。H28.1.28本人が親戚の家に逃げ込むことがあり、次女が訪問すると、顔面に内出血が見られたことから、同日、八戸赤十字病院を受診。諸検査の結果は異常がないと言われ、警察に相談するよう説明を受けていた。以後も長女宅で本人は生活していた。
H28.3.14長女夫が不在時を狙い、本人・次女・孫の3人で湊病院に行き「暴力を受けているので入院させてほしい」と相談。一度八戸市地域包括支援センターへ相談するよう助言。同日、当センターには認知症の鑑別診断を目的として受診相談があった。H28.3.18八戸市地域包括支援センターより当センターへ情報提供があり、長女夫からの身体的・心理

的虐待の事実がある為、入院治療を検討してほしい事、認知機能の低下が著しく単身生活が困難な状況であると相談があり、H28.3.29、12：30東Ｂユニットへ医療保護入院となる。

入院後、バイタルサイン異常なく、疎通良好であり、部屋へ案内後、私物整理をして過ごす。同室者へも適度に話し掛け、穏やかに過ごす。次女様が車へ荷物を取りに行った事を忘れ、数分後、同内容を訴えてくる事があり、説明している。内服に拒否あるも説明にて服用は出来ている。夜間は中途覚醒あるがまとまった睡眠は取れている。

　H28.3.30東病棟Bユニットから南病棟Aユニット114号室へ転入となる。転入後、声掛けにて体操やカレンダー作成等のプログラムに参加されており、他者交流も適度に見られている。療養環境変更に伴う不穏・苛々感等の表出はなく、スタッフへの対応は穏やかである。

[備考]

・買い物カード無し。

・家族洗濯(LTセットについては東病棟スタッフよりご家族へ連絡済み)

・介護申請は未申請。PSW調整中。

・長女はH28.3.19に末期癌にて死去。本人には知らせていない。

・入院前、長女夫婦と同居していたが、長女夫からの虐待(暴言・暴力)を受けていたとの情報(次女様より聴取)あり、万が一面会に来た際には対応に注意が必要(長女死去に伴い、本人との関係性を考えると来ない可能性が高いとの事)。

・今後の退院先は施設を希望(単身生活は難しく、長女夫との同居は出来ない為)。

・不穏時・不眠時の継続指示がある。

＜事故の振り返り＞

・嶺岸　てい子様

事故内容：3/22(火)起床後、ホールに来られた後、左目尻に0.5×0.5cmの裂傷・出血発見し止血行っている。

今後の対策：歩行状態の観察・見守りの強化を行う。

＜接遇向上委員会＞

・電話対応でのクレームが来ているとの事で、電話対応の際は失礼のないよう気をつけて対応していきましょう。

